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オールジャパンで被災地支援

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

台風 号で甚大な被害を受

けたフィリピンに、日本の自

衛隊や民間団体が、東日本大震災

で受けた支援の「恩返しがしたい」

との思いを胸に、続々と現地入り。

「オールジャパンの支援態勢」（政

府の援助隊幹部）が整った。

支所数に応じ交付税加算 ２
温室効果ガス82％削減 ４
サケ遡上過去最多ペース

七
輪
で

の
ろ
し
が
上
が
る

秋
の
味

（
前
橋
細
井
小
６
年

生
方

颯
真
）

☆
し
ち
り
ん
で
焼
い
て
の
ろ
し
が
上
が

る
ほ
ど
の
も
の
と
い
っ
た
ら
、
サ
ン
マ

で
し
ょ
う
か
。
の
ろ
し
は
秋
の
味
を
満

喫
し
て
い
る
お
知
ら
せ
で
す
。
（
佐
）

米清間に中国人移民制限条約
1880明治 年

沖縄返還協定を採決
1971昭和 年

11月17日
米国と清国との間で中国人移民制

限条約が調印された。アヘン戦争

後、国交が開かれたが、ゴールドラ

ッシュも加わって中国移民が急増。

カリフォルニア州の排斥運動で中国

人に死傷者がでるなどし、中国移民

は1902年、完全禁止された。

沖縄返還協定を審議中の衆院特別

委員会で自民党が強行採決した。野

党が反発。審議はストップしたが、

議長職権で衆院本会議が 日開か

れ、可決された。2000年、協定に絡

む日米密約を裏付ける公文書が米国

で見つかり、新たな論議に。

新
鮮
力

を
今
季

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

Ｊ
リ
ー
グ
２
部
を
戦

う
ザ
ス
パ
ク
サ
ツ
群

馬
。
２
試
合
を
残
し

て
な
ん
と
か
残
留
を

決
め
た
▼
秋
葉
忠
宏
新
監
督
を

迎
え
、
チ
ー
ム
名
も
新
た
に
期

待
を
抱
か
せ
た
９
年
目
は
下
位

を
さ
ま
よ
う
。
勝
ち
点
を
奪
い

合
う
長
丁
場
の
リ
ー
グ
戦
。
自

ら
の
ス
タ
イ
ル
を
貫
き
た
い
の

が
身
上
だ
が
、
互
い
の
戦
力
を

推
し
量
り
な
が
ら
ス
ト
ロ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
の
つ
ぶ
し
合
い
が
続

く
▼
ザ
ス
パ
は
選
手
が
大
幅
に

入
れ
替
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

戦
術
が
う
ま
く
浸
透
し
な
か
っ

た
の
か
、
熟
成
度
が
高
ま
ら
な

い
ま
ま
試
合
を
重
ね
た
。
頂
上

を
望
ま
な
け
れ
ば
成
長
は
な
い

と
、
あ
え
て

昇
格

を
当
初
の

目
標
に
掲
げ
た
が
、
節
を
追
い

な
が
ら
終
盤
に
か
け
て
の
勝
ち

き
れ
な
い
戦
い
ぶ
り
に

残

留
」
へ
下
方
修
正
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
▼
一
丸
と
な
っ
た
気
迫

の
プ
レ
ー
で
踏
み
と
ど
ま
っ
た

結
果
に
、
指
揮
官
は

二
度
と

残
留
争
い
が
な
い
よ
う
に

と

手
綱
を
締
め
直
す

２
０
０
５

年
の
リ
ー
グ
加
盟
か
ら
最
高
位

は

年
の
９
位

１
９
９
９

年
に

チ
ー
ム
で
始
ま
っ
た
Ｊ

２
は
、
現
在

チ
ー
ム
が
群
雄

割
拠
す
る
▼
来
季
は
下
部
に
あ

た
り
、
降
格
チ
ー
ム
の
受
け
皿

と
な
る
Ｊ
３
が
発
足
。
昇
格
、

降
格
を
め
ぐ
り

戦
国

の
激
闘

に
一
層
の
拍
車
が
か
か
る
。
ザ

ス
パ
に
と
っ
て

年
目
の
節

目
。
な
ん
と
し
て
も
昇
格
争
い

に
絡
ん
で
ほ
し
い
▼
幸
い
チ
ー

ム
は
若
い
。
Ｊ
参
入
時
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
は

イ
ン
パ
ク
ト

。
原

点
に
立
ち
返
っ
て
リ
ー
グ
に
衝

撃
を
与
え
る
力
を
備
え
た
い
。
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∪
∪
∪
∪
∪
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洪
水
対
策
工
事
で

障
害
者
施
設
移
転

伊
勢
崎
市

伊
勢
崎
市
は
、
障
害
者
の
就

労
を
支
援
す
る
施
設
「
地
域
ふ

く
し
館
う
え
は
す
」
（
同
市
日

乃
出
町
）
を
新
築
移
転
す
る
。

近
く
の
男
井
戸
川
を
拡
幅
す
る

県
の
洪
水
対
策
工
事
が
敷
地
に

か
か
る
た
め
。
本
年
度
中
に
移

転
先
を
決
定
し
、
新
た
な
場
所

で
２
０
１
５
年
４
月
の
開
所
を

目
指
し
て
い
る
。

２
階
建
て
の
建
物
は

年
ほ

ど
前
、
幼
稚
園
と
し
て
建
て
ら

れ
た
。
現
在
は

代
後
半
か
ら

代
の

人
が
利
用
し
、
自
動

車
や
家
電
部
品
の
組
み
立
て
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

男
井
戸
川
は
幅
１
・
５
〜
２

㍍
の
小
さ
な
河
川
だ
が
、
住
宅

が
密
集
す
る
市
街
地
を
流
れ
、

た
び
た
び
洪
水
被
害
を
引
き
起

こ
し
て
き
た
。

年
に
一
級
河

川
に
指
定
し
て
以
降
、
県
が
管

理
し
て
い
る
。
拡
幅
工
事
は
河

道
を
約
４
・
５
〜
７
㍍
に
広

げ
、

年
度
に
終
了
す
る
予
定
。

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
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⇔
⇔
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⇔
⇔

渋
川
市
の
中
心
市
街
地
整
備

に
向
け
、
来
年
度
か
ら
二
つ
の

大
型
事
業
が
始
ま
る
。
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
活
用
し
て
い
た
市
有

地
の
ま
ち
な
か
交
流
広
場
（
ネ

イ
ブ
ル
ス
ク
エ
ア
）
は
、
居
住

人
口
の
増
加
を
図
る
た
め
県
営

住
宅
が
建
設
さ
れ
る
予
定
。
取

り
壊
し
が
計
画
さ
れ
て
い
た
旧

渋
川
公
民
館
は
、
改
修
さ
れ
渋

川
商
工
会
議
所
に
生
ま
れ
変
わ

る
。
と
も
に
渋
川
の
に
ぎ
わ
い

の
象
徴
だ
っ
た
四
ツ
角
周
辺
に

位
置
し
て
お
り
、
中
心
街
の
活

性
化
が
期
待
さ
れ
る
。

県
営
住
宅
は
、
市
が
お
よ
そ

１
８
０
０
平
方
㍍
の
土
地
を
県

に
売
却
、新
た
に
建
設
さ
れ
る
。

に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
市

は
中
心
街
の
土
地
活
用
策
を
模

索
。
ま
ず
は
人
口
減
が
進
む
市

街
地
に
住
民
を
呼
び
戻
そ
う

と
、
居
住
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
る

計
画
を
進
め
て
い
た
。

市
内
で
は
上
信
自
動
車
道
建

設
に
伴
い
、
入
沢
の
県
営
住
宅

が
取
り
壊
さ
れ
る
予
定
。
県
は

同
規
模
の
１
０
０
人
程
度
入
居

で
き
る
建
物
を
計
画
し
て
お

り
、
来
年
度
に
着
工
、
２
０
１

５
年
度
後
半
の
入
居
開
始
を
目

指
す
。

旧
渋
川
公
民
館
は
、
１
９
３

１
（
昭
和
６
）
年
に
建
設
さ
れ

た
市
街
地
に
残
る
数
少
な
い
歴

史
的
建
造
物
。
洋
風
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
３
階
建
て
で
、
金

融
機
関
事
業
所
と
し
て
活
用
さ

れ
た
後
、
２
０
０
８
年
ま
で
市

の
公
民
館
と
し
て
地
域
住
民
に

親
し
ま
れ
て
き
た
。

四
ツ
角
周
辺
区
画
整
理
事
業

に
伴
い
取
り
壊
し
を
計
画
し
た

が
、
市
民
有
志
の
保
存
を
訴
え

る
活
動
で
再
利
用
を
決
定
。
渋

川
商
工
会
議
所
に
譲
渡
し
た
。

年
内
に
北
東
に
５
㍍
ほ
ど
移
転

す
る
工
事
を
行
い
、
内
部
の
改

修
を
経
て
会
議
所
が
移
転
。
来

年
度
か
ら
地
域
商
工
業
の
拠
点

と
し
て
活
用
さ
れ
る
。

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪
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三
国
峠
を
越
え
関
東
に
出
兵

し
た
越
後
国
（
新
潟
県
）
の
戦

国
武
将
、
上
杉
謙
信
の
軍
勢
を

４
５
０
年
ぶ
り
に
再
現
し
た
武

者
行
列
が

日
、
み
な
か
み
町

の
猿
ケ
京
温
泉
で
行
わ
れ
、
観

光
客
や
歴
史
フ
ァ
ン
、
地
元
住

民
ら
で
に
ぎ
わ
っ
た
‖
写
真
。

温
泉
街
の
活
性
化
に
つ
な
げ

よ
う
と
、
謙
信
ゆ
か
り
の
伝
説

が
残
る
同
温
泉
の
若
手
住
民
ら

で
つ
く
る
実
行
委
員
会
（
田
村

和
寿
委
員
長
）
が
企
画
。

代

ま
で
の
住
民
約
１
０
０
人
が
謙

信
の
ほ
か
、
ラ
イ
バ
ル
だ
っ
た

武
田
信
玄
、
北
条
氏
康
、
人
気

の
高
い
真
田
幸
村
ら
に
夿ふ

ん

し
て

温
泉
街
を
４
㌔
ほ
ど
練
り
歩
い

た
。日

帰
り
温
泉
施
設
「
ま
ん
て

ん
星
の
湯
」で
出
陣
式
を
行
い
、

ホ
ラ
貝
や
太
鼓
を
鳴
ら
し
晴
天

の
旧
三
国
街
道
を
行
軍
。
武
将

た
ち
は
馬
に
乗
り
、
「
エ
イ
、

エ
イ
、
オ
ー
」
と
勝
ち
ど
き
を

上
げ
な
が
ら
勇
壮
な
戦
国
絵
巻

を
繰
り
広
げ
た
。

謙
信
軍
峠
越
え
猿
ケ
京

温

泉

中
心
街
に
県
営
住
宅

旧

公
民
館
は
商
工
会
議
所

渋川市

暴かれた伝説
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其
の
弐
拾
六

発掘前の女堀 前橋市飯土井町 歴史学の研究と

考古学の発掘調査で 開削年代は明らかになった

浅間Ｂ軽石層
⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊇
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⊃
1108（天仁元）年

に浅間山の噴火で降

下した火山堆積物。考古学では年代決

定の鍵となる層として重視されてい

る。この噴火で本県は甚大な被害を受

け、当時の平安貴族は「（上野）国内

の田畑はすべて滅亡」と日記に記して

いる。

「
女
性
が
一
夜
の
う
ち
に
、
か

ん
ざ
し
で
掘
っ
た
」
｜
。
い
つ
の

時
代
、
ど
こ
で
生
ま
れ
た
の
か
も

分
か
ら
な
い
。
だ
が
、
前
橋
市
か

ら
伊
勢
崎
市
に
至
る
未
完
の
農
業

用
水
路
跡
「
女
堀
」
を
め
ぐ
り
、

こ
ん
な
伝
説
が
脈
々
と
語
り
継
が

れ
て
き
た
。
裏
を
返
せ
ば
、
こ
の

奇
妙
な
廃
溝
に
魅
せ
ら
れ
た
人
々

が
い
つ
の
世
に
も
い
た
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。

あ
ま
り
に
荒
唐
無
稽
な
伝
説

は
、
ど
の
よ
う
に
つ
く
り
上
げ
ら

れ
た
の
か
。大
学
の
卒
業
論
文（
１

９
５
９
年
提
出
）
で
取
り
組
ん
で

以
来
、
女
堀
研
究
を
続
け
た
東
京

都
立
大
名
誉
教
授
の
峰
岸
純
夫
さ

ん
（
伊
勢
崎
市
出
身
）
は
、
伝
説

の
広
が
り
を
解
説
す
る
。

峰
岸

〝
か
ん
ざ
し
伝
説
〞
以

外
に
「
推
古
天
皇
の
時
代
に
掘
ら

れ
た
」
「
北
条
政
子
の
こ
ろ
に
掘

ら
れ
た
」
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま

す
。
共
通
点
は
、
と
も
に
女
性
が

権
力
者
だ
っ
た
時
代
に
造
ら
れ
た

と
す
る
点
。
女
堀
と
い
う
呼
び
名

が
、
こ
う
し
た
伝
説
を
派
生
さ
せ

た
の
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
何
も

学
術
的
な
根
拠
は
な
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

推
古
天
皇
は
飛
鳥
時
代
に
初
め

て
女
性
天
皇
と
な
り
、
鎌
倉
幕
府

を
開
い
た
源
頼
朝
の
妻
の
北
条
政

子
は
、頼
朝
亡
き
後
に「
尼
将
軍
」

と
し
て
権
力
を
握
っ
た
人
物
。
歴

史
上
有
名
な
女
性
が
取
り
込
ま

れ
、
ど
こ
か
の
時
点
で
伝
説
に
磨

き
が
か
か
っ
た
よ
う
だ
。

「
女
堀
」
の
文
字
は
、
江
戸
時

代
後
期
の
古
文
書
に
初
め
て
現

れ
、
す
で
に
定
着
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
っ
て
い
る
。
そ
の
独
特
の

言
葉
の
響
き
は
、女
性
が
掘
っ
た
、

あ
る
い
は
女
性
権
力
者
の
時
代
に

開
削
さ
れ
た
と
い
う
伝
説
か
ら
生

ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

峰
岸

研
究
を
進
め
る
と
、
女

堀
と
い
う
呼
称
が
決
し
て
特
別
な

も
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。前
橋
市
に
は
同
名
の
小
字
、

伊
勢
崎
市
に
は
同
名
の
別
の
溝
跡

が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。
埼
玉

県
川
越
市
や
東
京
都
大
田
区
、
長

野
県
上
田
市
に
も
同
様
の
も
の
が

あ
り
、
関
東
を
中
心
に
各
地
で
確

認
で
き
ま
す
。
「
女
堀
」
は
一
般

的
に
廃
溝
を
指
す
言
葉
だ
っ
た
の

で
す
。

「
女
堀

廃
溝
」
と
言
葉
の
意

味
は
判
明
し
て
も
、
開
削
さ
れ
た

年
代
を
め
ぐ
っ
て
は
１
９
７
９
年

の
発
掘
開
始
前
か
ら
、
い
く
つ
も

の
説
が
示
さ
れ
て
い
た
。し
か
し
、

平
安
、
鎌
倉
、
室
町
と
時
代
に
は

大
き
な
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
。
そ

ん
な
中
、
女
堀
の
近
く
で
確
認
さ

れ
た
の
が
火
山
噴
火
に
よ
る

だ
っ
た
。
開
削
年
代
特

定
の
鍵
を
握
る
地
層
だ
が
、
こ
の

浅
間
Ｂ
層
も
か
つ
て
は
平
安
時
代

の
１
１
０
８
（
天
仁
元
）
年
説
と

鎌
倉
時
代
の
１
２
８
１（
弘
安
４
）

年
説
で
割
れ
て
い
た
。

峰
岸

卒
業
論
文
で
は
い
く
つ

か
の
説
を
挙
げ
ま
し
た
。
女
堀
の

終
点
の
伊
勢
崎
市
は
平
安
時
代
に

荘
園
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
開
削

は
平
安
時
代
の

世
紀
前
半
以
降

と
い
う
考
え
が
自
分
の
中
で
強
ま

っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
こ
の
問

題
は
文
献
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た

め
、
考
古
学
で
解
明
す
る
ほ
か
な

か
っ
た
の
で
す
。

発
掘
調
査
が
始
ま
る
こ
ろ
に

は
、
浅
間
Ｂ
層
は
１
１
０
８
年
説

で
決
着
し
て
お
り
、
発
掘
調
査
で

女
堀
は
「

世
紀
前
半
ご
ろ
に
開

削
さ
れ
た
堀
の
跡
」
で
あ
る
こ
と

が
裏
付
け
ら
れ
た
。
歴
史
学
と
考

古
学
に
よ
り
、
伝
説
の
ベ
ー
ル
に

包
ま
れ
て
い
た
開
削
年
代
は
解
き

明
か
さ
れ
た
。
だ
が
、
ま
だ
謎
は

残
る
。
た
と
え
未
完
で
も
、
巨
大

用
水
路
の
建
設
は
当
時
の
大
事
業

だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
指
揮

官
の
顔
は
ま
だ
見
え
て
こ
な
い
。

次
回
は

我
田
引
水
の
計
画

江
戸
期
に
深
刻
な
干
ば
つ

再
開
発
案
も
計
画
倒
れ

⊥⊥⊥⊥⊥ ⌒
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

江
戸
時
代
の
１
７
９
２

（
寛
政
４
）
年
、
赤
城
南
麓

一
帯
は
深
刻
な
干
ば
つ
に
見

窑
わ
れ
て
い
た
。
事
態
打
開

を
図
ろ
う
と
し
た
西
久
保
村

（
現
伊
勢
崎
市
西
久
保
町
）

の
農
民
は
、
放
棄
さ
れ
た
ま

ま
だ
っ
た
女
堀
を
活
用
し
た

灌か
ん

昷が
い

の
実
現
を
代
官
所
に
願

い
出
た
。

古
文
書
に
「
女
堀
」
の
文

字
が
確
認
さ
れ
た
例
は
、
こ

の
と
き
が
最
初
だ
。
そ
れ
に

は
「
古
く
か
ら
女
堀
と
呼
ば

れ
る
深
堀
」
と
あ
り
、
女
堀

の
存
在
の
定
着
を
う
か
が
わ

せ
る
。
万
策
尽
き
て
の
再
開

発
案
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る

が
、
再
び
計
画
倒
れ
に
終
わ

っ
た
よ
う
だ
。
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